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参考資料１：
宇宙基本計画工程表より抜粋

• 米国提案の国際宇宙探査（アルテミス計画）による月面探査等について、日本の強みを活かし、民
間企業等の積極的な参加を得ながら研究開発等を実施する。

• 今年度に引き続き、国際宇宙探査への日本の参画方針を踏まえ、ゲートウェイ居住棟への我が国
が強みを有する技術・機器の提供、現在開発中のHTV-Xによるゲートウェイへの補給、小型月着陸
実証機（SLIM）及び月極域探査機による月面着陸探査を通じたデータ共有等に向けた取組を進め
るとともに、月面での移動手段を含む月面活動に必須のシステムの構築に民間と協働して取り組む。

• また、地球低軌道向けの超⼩型衛星開発等で培われた⼤学等の技術の活用や、宇宙探査イノベー
ションハブ等の仕組みの活用により、非宇宙産業を含む民間企業等の参画を得つつ、月での持続
的な探査活動に向けた先行的な研究開発や要素技術の開発・高度化及び実証を進める。

• アルテミス計画の機会を活用して、日本が取り組むべき科学や水資源の探索・活用など将来の月
面活動に関する長期的なビジョンやその実現のために必要とされるインフラ、技術についての検討
を行い、日本の強みを活かした戦略を検討する。これらの基本的な考え方を2021年半ばまでにまと
める。

• 小型月着陸実証機（SLIM）について、2022年度の打上げを目指し引き続き開発を進める（再掲）。月
極域探査機について、2023年度の打上げを目指して着実に開発を進める。また、火星衛星探査計
画（MMX）について、2024年度の打上げを目指して開発を進める。（再掲）
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参考資料ー２：
日本のアルテミス計画参加に向けた理学的・工学的検討（抜粋）

(B) 月全球を探査すること、「月、そして火星へ」より抜粋

…月面上の２次元に加え、掘削等による鉛直方向へのアクセスも含めた３次元的天体表面探査技術を、月

というアクセスが比較的容易な探査現場において確立することは、生命が発生する環境を把握する上で必要

とされる火星での物質探査の準備を効率的に進めることに繋がる（「月、そして火星へ」）。したがって、

月極域広域での水分布把握ということを端緒に、理工連携での３次元探査技術開発を進めていくことの波及

効果は大きい。

…JAXAでは、火星衛星（フォボスあるいはデイモス）からサンプルリターンを行うMMXを2024年の打ち

上げを予定し準備中である。これは、「太陽系初期における水輸送」というJAXA小天体探査プログラムでの

役割を果たしつつ、将来の日本の火星探査の端緒となることも狙う。…MMXはMSR的要素を持つとも考えら

れる。JAXAの小天体探査プログラムの価値の高さを認めた欧米からの国際協力は大規模なものであるが、加

えて、このMSR的要素があること、そして、MSRと相補的な役割をタイミングよく果たすであろうという期

待が、MMXへの世界からの評価を高めている。さらに、将来の有人火星探査まで見据えれば、火星衛星フォ

ボスを有人探査拠点とする構想があること、MMXが人類初の火星圏往還を実施することの価値の高さを指摘

できよう。

MMXの先にある日本の火星探査プログラムは火星地下圏を狙うべきであるという考えから、2020～2030年

代にかけたシリーズ展開を構想する。これは工学および観測装置の技術開発の観点において、月探査やその

他の惑星探査ミッションと紐づけられる。本格的火星着陸探査で実施する地下水圏の探査においては、月の

水資源探査で獲得されるであろう、傾斜地へのアクセス技術・走破技術や掘削・サンプリング技術の発展的

利用が必須である。日本においては、月・火星・小惑星といった天体ごとに探査目標・探査技術の切り分け

を行うのではなく、獲得技術の展開が可能となるような中長期戦略に基づく探査プログラムが必須である。
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参考資料ー３：
戦略的火星探査計画の狙い・科学意義・国際探査での位置づけ

科学目標を広くカバー：特に地下熱水環境が鍵

Keyword

水の分布
・貯蔵

水の
化学進化

水の起源
・輸送

宇宙理学・工学委員会 国際宇宙探査専門委員会「火星探査計画の科学探査タスクフォース（中間報告書) 14



参考資料ー４
月探査をめぐる各国の動向

(CLPS 商業月輸送サービス)

ARTEMIS計画

Gateway(Phase-1) Gateway(Phase-2)

■ 月面 ： 2018年以降、主要国は多くの月面探査ミッションを計画。
米国は官民パートナーシップも活用し、2024年に有人月面着陸を計画。
2020年代前半には米露欧日中印等が月極域への着陸探査を計画（月の水氷や高日照率域に高い関心）。

■月近傍： 米国は月周回有人拠点（Gateway）を構築する計画を示し、各国に参画を呼びかけ。

民間の取組(Google Lunar XPRIZE等)

かぐや
(周回)

嫦娥2
(周回)

Chandrayaan-1
(周回)

LRO
(周回)

Luna 27
Resurs

(極域着陸)

嫦娥4
(裏側着陸)

～2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

Chandrayaan-2
(周回（着陸は失敗))

Luna 26
Resurs
(周回)

日本

米国

中国

ロシア

インド
他

Luna 28
Grunt

(極域着陸・SR)
SMART-1
(周回)

欧州

SLIM
(着陸)

嫦娥6
(極域着陸・SR)

Luna 25
Glob

(着陸)

KPLO(周回)

商業輸送契約を含む官民パートナーシップのもと、定期的な月面探査を推進

ISRUデモ(着陸)

日本を含む各国へ協力を呼びかけ

（※検討中のものを含む）

：極域着陸ミッション

SR：サンプルリター
ン

嫦娥4に先行し、地球との通信を確保
するための衛星を2018年5月打上げ

極域探査
(着陸)
[ｲﾝﾄﾞとFS中]

極域探査
(着陸)

2007年打上げ
～2009年終
了

1966年
無人機月着陸
1969年
アポロ月着陸

嫦娥5
(SR)

嫦娥3
(着陸)

1966年
無人機月着陸

2013年
月着陸

2003～2006年

2007
～2009

嫦娥1
(周回)

2009
～2011

2008～2009年

GRAIL
(周回)

LADEE
(周回)
2013

～2014
2011

～

2012

2009

～運用中

月離着陸
実証

(着陸・
SR)

(欧州等との協力を想定)

Beresheet
（着陸失敗)

月着陸
（2022年）

民間

[開発中]

民間

官民パートナーシッププログラムの
もと、NASAと技術提携して推進。

Orion-1
(無人試験機)

Orion-2
(有人試験機)

嫦娥7
(極域着陸)

嫦娥8
(極域着陸?)

民間

ALINA(着陸) LunaPathfinder (周回)

民間

月着陸実証機

民間

Peregrine
(着陸)

有人月面着陸

2019年
月着陸

2019年9月

民間

Nova-C
(着陸)

PPE+HALO I-HAB RMS

・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・

・ ・

Chandrayaan-3
(着陸)

極域探査

VIPER（着陸）
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～2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

日本 MMX

⚫ 2020年前後に各国の火星探査ミッションが集中。欧米中が2020年代中盤以降のミッションを準備中
⚫ 火星衛星への探査（MMX）は日本が推進するユニークな計画

サンプルリターン

2024年度
打上げ予定

米国

中国

ロシア

ESA

インド

UAE

MOM-
2

着陸:InSight ローバ：Perseverance

ローバ:天問1号

ローバ：ExoMars2022

サンプルリターン：MSR

サンプルリターン
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周回機:EMM(HOPE)

周回機:MAVEN

周回機/着陸:ExoMars2016

サンプルリターン：MSR

参考資料ー５
国際動向：火星探査をめぐる各国の動向




